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 【事務事業名】 
３９事務事業 

圏

域

全

体

の

経

済

成

長

の

け

ん

引 

新たな産業の創出及び地域産業の振興 

 

スタートアップ企業支援   ○    ○     ○ 1 

中小企業の経営健全化・人材確保等支援 ○  ○ ○ ○ ○ ○      2 

地域資源を活かした商品や農産物の販路開拓・拡大 

 

新規需要創出・喚起促進       ○      3 

特産農産物ＰＲ     ○ ○ ○ ○     4 

食品製造業見本市共同出展   ○  ○  ○      5 

国内外に開かれた広域観光の推進 

 

圏域内周遊に向けた観光資源発信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ 6 

岡山型ムスリムツーリズムの推進       ○     ○ 7 

アートイベントの連携による情報発信  ○    ○ ○      8 

高
次
の
都
市
機
能
の
集
積
・
強
化 

高度な中心拠点の強化 

 市街地再開発事業の促進  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ 9 

広域的交通網の整備・利用促進 

 

ＪＲの利用促進と駅機能強化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  10 

岡山市と連携市町を結ぶ基幹道路ネットワ

ークの整備 
○  ○    ○  ○ ○ ○ ○ 11 
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福祉サービスの向上 

 

 

高齢者見守りネットワーク連携    ○ ○ ○ ○     ○ 12 

保育園等の広域入所      ○ ○ ○ ○ ○  ○ 13 

教育・文化・スポーツの振興 

 

 

学校教育に関する情報共有  ○ ○     ○     14 

交流学習       ○      14 

夜間中学設置の検討・準備・運営  ○  ○ ○ ○   ○   ○ 15 

ＥＳＤ実践 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 16 

岡山芸術創造劇場を活用した文化連携 ○  ○ ○ ○ ○ ○  ○   ○ 17 

トップスポーツチームの支援 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18 

地域生活機能の強化 

 

有害鳥獣対策研究 ○ ○  ○ ○  ○ ○  ○  ○ 19 

学生等による地域課題への取組    ○   ○   ○  ○ 20 

災害対策の推進 

 風水害対応力の向上 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○    ○ 21 

 市民協働事業の推進（災害ボランティア） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ 22 

環境保全の推進 

 

ごみ焼却処理相互支援  ○  ○ ○ ○  ○  ○   23 

広域ごみ処理施設整備  ○        ○   23 

瀬戸内の海洋保全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 24 

気候変動対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 

水辺教室等環境教育の推進 ○     ○ ○      26 
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生活交通による公共交通ネットワークの充実 

 路線バス等生活交通の維持・確保  ○   ○ ○    ○  ○ 27 

圏域内への移住・定住の促進 

 移住促進連携 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28 

結びつきやネットワークの強化 

 

公共施設の相互利用の仕組み構築 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 29 

包括連携協定に基づく公民連携     ○       ○ 30 

市民協働事業の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ 31 

圏域マネジメント能力の強化 

 

外部専門人材の活用 ○     ○ ○ ○     ○     ○ 32 

人事交流・育成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ ○ 33 

圏域データ等の活用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○   ○ 34 

パートナーシップ宣誓制度の導入促進及

び都市間相互利用 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○   ○ 35 

行政サービス提供機能の最適化 ○     ○ ○ ○     ○ ○   ○ 36 

外国人コミュニケーション支援 ○  ○ ○ ○  ○     ○ 37 

公共施設の質・量の適正化に向けた仕組

み構築 
  ○     ○ ○ ○   ○ ○    38 

 

【参考】圏域間連携事業 ........................................................ 39 

 

 

☆事業費欄は、本ビジョンを策定する時点での圏域市町の事業費見込合計額を記載しており、未定の場合は

「－」とします。また、毎年度予算編成に応じて見直しを行います。 

☆重要業績評価指標は、現状が把握できないなど、基準値が設定できないものを「－」とします。 

☆記載内容は、協議の状況や事業の進捗に応じ、適宜見直しを行います。 
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I. 圏域全体の経済成長のけん引 

 

 

事務事業名 スタートアップ企業支援 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 総社市、真庭市、吉備中央町 

事業目的 
 地域経済の担い手として期待されるスタートアップ企業を目指す層を増やし、多くの

スタートアップ企業を生み出す。 

事業内容 
 スタートアップ支援拠点の運営 

 拠点で開催されるイベントやスタートアップ支援について情報提供 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 75,000 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・スタートアップ支援拠点の運営 

・起業家をターゲットにしたイベントの開催 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・イベントの広報周知 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

拠点で開催される 

イベント参加者数 

1,800 人 

(令和２年度) 

2,000 人 

(令和８年度) 

 

  

【連携協約の取組】 新たな産業の創出及び地域産業の振興 

広域的な情報共有、企業マッチング等を行い、新たな産業の創出や育成に取り組むとともに、

中小企業に対する人材確保等の企業ニーズに応じた支援により、地域産業の振興に取り組む。 
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事務事業名 中小企業の経営健全化・人材確保等支援 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市 

事業目的 
 人材や後継者確保支援など、地域経済や雇用を支える中小企業が抱える課題解

決を図る。 

事業内容 
 圏域内企業による合同説明会の開催と新規学卒予定者等への参加の呼びかけ 

 小規模企業に対するセミナーや後継者確保支援事業等の実施 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

1,590 千円 1,590 千円 1,590 千円 1,590 千円 1,590 千円 7,950 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・合同説明会やセミナーの開催に向けた調整及び取りまとめ 

・連携中枢都市として、必要な費用を負担する。 

・共同で実施する事業については、岡山市が一括契約、支払いを行い、連携市町へ

必要な費用を請求する。 

連携市町 
・セミナーや合同説明会の開催に向けた調整 

・岡山市等と協議の上、必要な費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

合同企業説明会への参加

企業数 

43 社/年 

（令和元～２年度） 

50 社 

(令和８年度) 

研修参加者人数 
22 人/回 

(令和元年度) 

30 人/回 

(令和８年度) 
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事務事業名 新規需要創出・喚起促進 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 真庭市 

事業目的 
CLT の普及促進により、技術者をはじめとした関係者の理解を深め、木材の需要

の拡大を図る。 

事業内容  CLT を使用した建築物の構造見学会の開催 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

700 千円 700 千円 700 千円 700 千円 700 千円 3,500 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 
・構造見学会の参加者募集 

・連携市と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・構造見学会の開催及び参加者募集 

・岡山市と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

ＰＲセミナー参加者数 
476 人（累計） 

（平成 29～令和２年度） 

500 人（累計） 

（令和４～８年度） 

 

  

【連携協約の取組】 地域資源を活かした商品や農産物の販路開拓・拡大 

地域の強みや資源を持ち寄り、商品や農産物について、生産地と消費地とのつながりを強める

とともに、販路の開拓・拡大に取り組む。 
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事務事業名 特産農産物ＰＲ ＳＤＧｓ 
 

連携市町 瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和気町 

事業目的 
関係市町の特産農産物について、連携して広域的なＰＲに取り組むことにより、圏

域内外での販路の開拓・拡大を図る。 

事業内容 

 岡山市で開催する産直イベントでの特産農産物のＰＲ 

 県内外でのイベント等を活用した特産農産物のＰＲの実施 

 特産農産物のＰＲについて情報共有や新たな手法の検討 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

9,700 千円 9,700 千円 9,700 千円 9,700 千円 9,700 千円 48,500 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・岡山市で開催する産直イベントの出店調整 

・ＰＲイベント等の実施に向けた調整 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・岡山市で開催する産直イベント出店者の確保 

・ＰＲイベント等の実施に向けた調整 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

ＰＲイベントへの 

延べ参加生産者数 

13 者 

（令和３年度） 

18 者 

（令和８年度） 
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事務事業名 食品製造業見本市共同出展 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 総社市、瀬戸内市、真庭市 

事業目的 圏域ものづくり企業の情報発信を支援し、新たな販路の開拓・拡大を図る。 

事業内容  首都圏で開催される大規模な食品製造業見本市へ共同ブースを出展 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

10,812 千円 10,812 千円 10,812 千円 10,812 千円 10,812 千円 54,060 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・見本市の全体運営及び事前調整 

・岡山市内企業の募集取りまとめ、出展事務支援 

・事業広報及びＰＲ 

・連携市町と協議の上、必要な費用を負担する。 

・共同で実施する事業については、岡山市が一括契約、支払いを行い、連携市町へ

必要な費用を請求する。 

連携市町 

・地域企業へ事業の周知及び募集、出展事務支援 

・見本市当日の運営業務 

・岡山市等と協議の上、必要な費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

見本市会期中の出展 1 社 

あたり平均商談件数 

90 件/年 

(平成 30～令和元年度) 

100 件 

（令和８年度） 
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事務事業名 圏域内周遊に向けた観光資源発信 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

和気町、久米南町、美咲町、吉備中央町 

事業目的 
圏域市町が有する歴史・文化資源等を魅力的な観光資源として活用することによ

り、誘客の拡大や滞在時間の延長、圏域全体の交流人口の増加につなげる。 

事業内容 

 観光素材を活用した誘客に繋がる魅力的なテーマを設定、テーマに関連した観

光コンテンツの開発や情報発信の実施 

 日本遺産に認定されている古代吉備の遺産群を舞台とした桃太郎伝説のストーリ

ー及び構成文化財の魅力を発信 

 圏域の玄関口に位置し、圏域内有数の観光客数を誇る岡山城・岡山城周辺の観

光施設の整備 

 観光資源を周遊するサイクリングロードの整備及び情報発信 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

973,041 千円 26,574 千円 270,574 千円 11,574 千円 11,574 千円 1,293,337千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・事業の実施及び取りまとめ、関係団体等との調整 

・岡山城・岡山城周辺施設の整備 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・事業の実施、関係団体等との調整 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

圏域内観光入込客数 
19,043 千人 

（令和元年） 

23,000 千人 

（令和８年） 

 

  

【連携協約の取組】 国内外に開かれた広域観光の推進 

圏域の歴史、文化、芸術、自然等の魅力を圏域外にも発信することにより、国内外に開かれた

広域的な観光の推進に取り組む。 
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事務事業名 岡山型ムスリムツーリズムの推進 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 真庭市、吉備中央町 

事業目的 
岡山独自のムスリム観光客向け受入体制を基礎として、効果的な観光プロモーショ

ンの実施及び受入体制の更なる磨き上げにより、ムスリムを対象とした誘客を図る。  

事業内容 

 飲食店等観光関連施設に対するムスリム受入対応のブラッシュアップ 

 岡山在住ムスリムと連携した情報発信や受入体制のブラッシュアップ 

 ムスリム誘客のための国内外へ向けた各種プロモーションの実施 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

12,709 千円 12,709 千円 12,709 千円 12,709 千円  50,836 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・事業の実施及び取りまとめ 

・岡山型ヘルスツーリズム連携協議会の運営（事務局） 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・事業の共同実施 

・協議会の会員としての参加 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

ムスリム観光客宿泊者数 
1,812 人 

（令和元年度） 

4,059 人 

（令和７年度） 

公式 SNS のフォロワー数 
12,000 人 

（令和３年度） 

24,000 人 

（令和７年度） 
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事務事業名 アートイベントの連携による情報発信 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、赤磐市、真庭市 

事業目的 
アートイベントの情報発信等の実施により、圏域内の回遊性及び文化力の向上を

図る。 

事業内容  アートイベントに関する情報共有や情報発信の相互協力 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 
・アートイベントの情報収集、共有及び情報発信 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・アートイベントの情報提供、共有及び情報発信 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

情報発信回数 
５回 

（令和元年度） 

５回/年 

（令和４～８年度） 
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II. 高次の都市機能の集積・強化 

 

 

事務事業名 市街地再開発事業の促進 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、 

和気町、早島町、久米南町、美咲町、吉備中央町 

事業目的 

連携中枢都市である岡山市の中心市街地において、圏域への波及効果を生み出

す複合的な機能を持つ市街地再開発事業者に対して支援を行い、圏域における土

地の合理的かつ健全な高度利用及び都市機能の更新を図り、良好な都市環境や賑

わいを創出し、交流を促進する。 

事業内容  観光、MICE、文化等の機能を備えた市街地再開発事業に対する支援 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

2,569,110千円     2,569,110千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 
・再開発事業者に対する補助金の交付 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 ・都市機能を活用し、地域を活性化 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

歩行者通行量 

（旧銀ビル前） 

1,143 人/日（休日） 

658 人/日（平日） 

（平成 30 年度） 

3,600 人/日（休日） 

2,100 人/日（平日） 

（令和６年度） 

 

  

【連携協約の取組】 高度な中心拠点の強化 

圏域全体にとって魅力ある質の高い高次都市機能を確保・強化していくため、高度な中心拠点

の整備等に取り組む。 
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事務事業名 ＪＲの利用促進と駅機能強化 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

和気町、早島町、久米南町、美咲町 

事業目的 

人口減少・少子高齢化社会を見据え、圏域全体で公共交通を中心とした交通体系

を構築することを目指し、駅の結節機能強化等による利便性向上を図るとともに、新

型コロナウイルス感染症の影響で大幅に減少した鉄道利用を促進する。 

事業内容 

 岡山駅の交通結節機能強化 

・路面電車の岡山駅前広場乗り入れ 

 岡山駅の拠点性向上に資する既存路線の利用促進 

・駅前広場整備や既存駅のバリアフリー化による交通結節機能の強化 

・JR ローカル線の魅力発信 

・運行ダイヤの改良、増便運行など利便性向上 

・パーク＆ライドによる鉄道利用促進 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

825,563 千円 277,333 千円 443,200 千円 745,800 千円 － 2,291,896千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・岡山市域内での連携事業の実施 

・連携事業の進捗管理 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・連携事業の実施 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

ＪＲ岡山駅乗降客数 
13.9 万人/日 

（令和元年度） 

14.4 万人/日 

（令和８年度） 

 

  

【連携協約の取組】 広域的交通網の整備・利用促進 

広域的な人やモノの円滑な交流・流通を促進し、高次都市機能へのアクセスを確保するため、

圏域内の広域的交通網等の整備・利用促進に取り組む。 
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事務事業名 
岡山市と連携市町を結ぶ基幹道路ネットワーク

の整備 
ＳＤＧｓ 

 

連携市町 津山市、総社市、真庭市、早島町、久米南町、美咲町、吉備中央町 

事業目的 

基幹道路ネットワークの整備を推進し、観光交流の拡大、企業活動の活性化、産

業の振興、救命救急活動の迅速化さらには災害時の緊急輸送路の確保等、円滑な

交通の確保を図る。 

事業内容 

 直轄国道の整備促進に向けた要望活動 

・国道２号、国道１８０号、空港津山道路（国道５３号） 

 岡山市と連携市町をつなぐ高速道路網の事業推進及び要望活動 

・中国横断自動車道岡山米子線４車線化、吉備スマートＩＣ２４時間化・大型車対

応 

 圏域の連携に資する幹線道路の整備推進及び要望活動 

・美作岡山道路、国道４２９号、（主）落合建部線 他 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

1,811,342千円 1,812,000千円 1,812,000千円 1,812,000千円 1,812,000千円 9,059,342千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・期成会・協議会の会長又は会員として、要望活動の実施 

・岡山市事業の推進 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・期成会・協議会の会長又は会員として、要望活動の実施 

・利用促進や整備促進活動 

・岡山市と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

要望活動の実績回数 
10 回 

（令和３年度） 

10 回以上/年 

（令和４～８年度） 
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III. 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

 

 

事務事業名 高齢者見守りネットワーク連携 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、吉備中央町 

事業目的 

高齢者の見守りに取り組みやすい環境整備を行い、より多くの見守りの目を確保

し、早期の情報共有、身元照会により早期発見、早期の身元判明につなげることで、

高齢者が安心して住み続けられる環境づくりを目指す。 

事業内容 

 連携市町に登録がある事業者からの通報対応 

 行方不明になった高齢者の捜索協力 

 一時保護した認知症の疑いのある高齢者の身元調査協力 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

方針の決定 実施     

0 千円 － － － － 0 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・連絡会議の開催 

・市内関係各所との調整 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・連絡会議への参加 

・各市町内の関係各所との調整 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

方針の決定 － 
方針の決定 

（令和４年度） 

 

  

【連携協約の取組】 福祉サービスの向上 

誰もが暮らしやすい圏域づくりに向け、子育て環境の充実や高齢社会に対応した福祉サービス

の充実に取り組む。 
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事務事業名 保育園等の広域入所 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 赤磐市、真庭市、和気町、早島町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
未入園児を広域入所により相互の保育園等に入園できるようにし、仕事と子育ての

両立を図る。 

事業内容  広域入所の円滑な実施に向けた仕組みづくり 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 
・担当者会議の開催、情報の収集及び取りまとめ 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・担当者会議への参加、情報の収集 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

入所手続きに来る来庁回数が

1 回以内の相談者の割合 

100% 

（令和２年度） 

100% 

（令和４～８年度） 
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事務事業名 学校教育に関する情報共有 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、総社市、和気町 

事業目的 関係市町間での情報共有を進め、圏域における学習環境の向上につなげる。 

事業内容  学校教育における特色ある取組に関する情報の共有 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 
・情報の共有、担当者会議の開催 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・情報の共有、担当者会議への参加 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

担当者会議の回数 
１回 

（令和２年度） 

２回/年 

（令和４～８年度） 

 

事務事業名 交流学習 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 真庭市 

事業目的 
児童生徒が他の地域の学校と交流活動を行い、各地域のよさを紹介し合う学習等

に取り組むことで、自他の地域を尊重しようとする心を養う。 

事業内容 
 学校間で、統一テーマに基づく合同学習・交流の実施 

 旭川流域の複数校が参加するプロジェクト学習等の検討 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 
・会議の開催、交流学習の実施支援 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・会議への参加、交流学習の実施支援 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

交流学習の実施回数 
２回 

（令和２年度） 

２回/年 

（令和４～８年度） 

【連携協約の取組】 教育・文化・スポーツの振興 

圏域住民の文化的な環境の向上に向け、学校教育・社会教育分野での交流や、文化・スポーツ

活動機会の拡大に取り組む。 
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事務事業名 夜間中学設置の検討・準備・運営 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、早島町、吉備中央町 

事業目的 

連携中枢都市である岡山市に設置を検討している夜間中学を圏域市町で活用す

ることで、様々な理由により実質的に義務教育を受けることができなかった圏域住民

等に対し就学の機会を確保する。 

事業内容 

 夜間中学設置の検討 

 夜間中学の設置準備 

 夜間中学の運営 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

方針の決定 実施     

1,119 千円 － － － － 1,119 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・設置方針等の検討、協議の調整、会議等の運営 

・夜間中学の整備・運営 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・夜間中学の整備・運営への参画 

・岡山市と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

方針の決定 － 
方針の決定 

（令和４年度） 
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事務事業名 ＥＳＤ実践 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

和気町、早島町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 

圏域共通の様々な課題の解決に向けて、圏域住民が相互に「学びあい、気づき、

行動する」ＥＳＤによる人づくりに連携して取り組むことで、持続可能な都市圏の構築

を目指す。 

事業内容 

 職員や地域住民を対象としたＥＳＤ・ＳＤＧｓ研修の共同実施 

 関係市町と連携したイベントやパネル展示等による住民等へのＥＳＤ・ＳＤＧｓの啓

発 

 各地域の課題に対するＥＳＤ手法を用いた実践活動の検討 

 関係市町間での地域住民の学び合いや交流の機会の創出 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

8,400 千円 8,400 千円 8,400 千円 8,400 千円 8,400 千円 42,000 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・担当者会議の開催 

・研修講師の手配及び打合せ 

・普及啓発イベント等の運営 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・担当者会議への参加 

・各市町の研修における会場の手配、募集、広報 

・各市町における普及啓発イベント等の運営 

・岡山市と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

ＥＳＤ・ＳＤＧｓ研修会の 

参加者数 

338 人（累計） 

（平成 29～令和２年度） 

450 人（累計） 

（令和４～８年度） 
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事務事業名 岡山芸術創造劇場を活用した文化連携 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、早島町、吉備中央町 

事業目的 
令和５年９月１日の岡山芸術創造劇場の開館を契機として、関係市町が新劇場を

拠点に文化芸術関係事業で連携を図ることにより、圏域の文化力の向上に資する。 

事業内容 

 岡山芸術創造劇場の整備及び開館に向けたプレ事業の実施 

 関係市町で行われている文化芸術事業やイベントの広報等の情報共有や情報発

信の相互協力 

 新劇場で制作した作品やワークショップなどのコンテンツを関係市町で実施 

 関係市町で行っている文化芸術事業やイベントなどを新劇場の舞台で実施 

 関係市町と共同による創作作品の制作 など 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

13,684,443千円 － － － － 13,684,443千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・岡山芸術創造劇場の整備及びプレ事業の実施 

・担当者会議の開催 

・連携市町の情報の収集、共有及び共有された関係市町情報のＰＲ 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・担当者会議への参加 

・情報の提供、共有及び共有された関係市町情報のＰＲ 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

施設整備 － 
施設稼働 

（令和５年度） 
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事務事業名 トップスポーツチームの支援 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 全市町 

事業目的 

岡山のトップスポーツチームである「ファジアーノ岡山」、「岡山シーガルズ」、「岡山

リベッツ」、「トライフープ岡山」を支援することで、圏域内の地域スポーツの発展、交流

人口の増大、地域経済効果の創出を図る。 

事業内容 
 ホームゲームへの来場者数増加に向けた取組 

 圏域市町の広報機会創出に向けた取組 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

3,248 千円 3,248 千円 3,248 千円 3,248 千円 3,248 千円 16,240 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・担当者会議の開催 

・事業内容の提案、検討、実施 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・担当者会議への参加 

・事業内容の提案、検討、実施及び参加 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

各チームのホームゲーム

平均入場者数(4 チーム計) 

5,800 人 

（令和２年度） 

13,300 人 

（令和８年度） 
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事務事業名 有害鳥獣対策研究 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、玉野市、備前市、瀬戸内市、真庭市、和気町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
関係市町と情報を共有し、より効果的な被害対策について研究することで、有害鳥

獣による農作物被害を減少させる。 

事業内容  被害対策に関する情報共有 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 
・担当者会議の開催、情報の共有 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・担当者会議への参加、情報の共有 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

担当者会議の回数 
２回/年 

（平成 29～令和２年度） 

２回以上/年 

（令和４～８年度） 

  

【連携協約の取組】 地域生活機能の強化 

圏域内の集落機能の強化に向け、各地域における課題解決に取り組む。 
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事務事業名 学生等による地域課題への取組 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 備前市、真庭市、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
若者ならではの提案・実践による地域課題の解決、起業へのチャレンジの促進等

を図ることで、地域づくりを担う人材育成と若者の地域への定着を推進する。 

事業内容 
 岡山市が実施する「学生イノベーションチャレンジ推進プロジェクト」の活動範囲を

「圏域内」に拡大して実施 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

13,776 千円 13,776 千円 13,776 千円 13,776 千円 13,776 千円 68,880 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・連携市町の地域課題取りまとめ 

・学生イノベーションチャレンジ推進プロジェクトの実施 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・地域課題の提案 

・学生の活動に対する支援 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

連携市町の課題に取り組む

グループ数 
－ 

５組（累計） 

（令和４～８年度） 
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事務事業名 風水害対応力の向上 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、和気町、吉備中央町 

事業目的 

気候変動に伴う大雨の長期化などにより、風水害の激甚化がみられる中、圏域内

の「大雨等による避難指示発令時の実効性向上」「消防職・団員の対応力向上」を図

ることで、災害に強い圏域づくりの実現を目指す。 

事業内容 

 風水害体験施設、水難救助訓練施設の整備 

 風水害体験施設を使用した「避難行動に関する研修」の実施 

 水難救助訓練施設を使用した「災害対応力向上に関する研修」の実施 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

24,890 千円 343,971 千円 500,549 千円 － － 869,410 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・施設整備 

・研修の企画、募集 

・施設を活用した研修プログラムの提供 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・研修参加者の募集、取りまとめ、人数調整等 

・研修参加者の派遣に関する実務 

・研修参加に必要な装備・資機材の調達 

・岡山市と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

施設整備 － 
整備完了 

（令和６年度） 

 

  

【連携協約の取組】 災害対策の推進 

圏域内の風水害対応力の向上等を図ることで、災害に強い圏域づくりの実現に取り組む。 
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事務事業名 市民協働事業の推進（災害ボランティア） ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

和気町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
課題解決を行う主体的な市民活動団体の広域展開を支援し、関係市町内で課題

解決を図る主体、また自治体の協働のパートナーとなる主体の拡大を図る。 

事業内容 
 災害発生後の復旧期における災害ボランティアの重要性や災害ボランティア派遣

の調整等に関する研修の開催 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

※事業費は、P.31 に記載の額に含む 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・担当者会議の開催 

・研修等の実施 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・担当者会議への参加 

・研修等への参加 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

※P.31 に記載の事業「市民協働事業の推進」の一部抜粋。重要業績評価指標（KPI）は、P.31 に記載 

  



23 

 

 

 

事務事業名 ごみ焼却処理相互支援 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、和気町、久米南町 

事業目的 
ごみ焼却処理の一時的な不具合により処理しきれない可燃ごみについて相互に支

援することで、安定的なごみの焼却処理を行う。 

事業内容  施設トラブルによる緊急停止時等におけるごみの一時的受入れの実施 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 
・ごみの受入れ 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・ごみの受入れ 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

ごみ処理受入率 
100％ 

（平成 30 年度） 

100％ 

（令和４～８年度） 

 

事務事業名 広域ごみ処理施設整備 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、久米南町 

事業目的 
老朽化した施設を統廃合し、新たに広域的処理施設を整備することにより、安全・

安定的なごみの焼却処理を図る。 

事業内容  岡山ブロック構成市町と連携した広域ごみ処理施設の整備 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

143,088 千円 2,105,070千円 1,234,244千円 5,107,674千円 11,991,573千円 20,581,649千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・岡山ブロック協議会の運営 

・広域ごみ処理施設の整備 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・岡山ブロック協議会への参加 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

施設整備 － 
完工 

（令和８年度） 

【連携協約の取組】 環境保全の推進 

持続可能な圏域の実現に向け、排出ごみ対策、環境保全や環境意識の啓発に取り組む。 
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事務事業名 瀬戸内の海洋保全 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

和気町、早島町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 

関係市町が連携して海ごみの削減及びごみ削減の意識の向上に取り組むことで、

瀬戸内の豊かな里海に、プラスチックをはじめとする廃棄物が流れ込み、深刻な影響

を与えている状況を改善する。 

事業内容 
 瀬戸内海に流入する河川（海岸）の清掃活動 

 意識啓発のためのフォーラム及びパネル展示の開催 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

9,717 千円 9,717 千円 9,717 千円 9,717 千円 9,717 千円 48,585 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・担当者会議の開催 

・岡山市での清掃活動の実施及び回収ごみの処分 

・フォーラム、パネル展の開催・運営 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・担当者会議への参加 

・各市町内での清掃活動の実施及び回収ごみの処分 

・パネル等の原稿案の作成 

・岡山市と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

清掃活動への参加者数 
1,000 人/年 

（令和３年度） 

1,500 人/年 

（令和８年度） 
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事務事業名 気候変動対策 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 全市町 

事業目的 
共同で地球温暖化対策に取り組むことにより、圏域での二酸化炭素排出削減を推

進する。 

事業内容 

 好取組事例や課題解決策の研究 

 共同して行う方が効果的と考えられる事業の実施 

 地域循環共生圏の考え方に沿った新たな事業の検討 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

12,584 千円 12,584 千円 12,584 千円 12,584 千円 12,584 千円 62,920 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・担当者会議や研究会等の開催及び連絡調整 

・情報収集及び取りまとめ 

・岡山市での連携事業の実施 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・担当者会議や研究会等への参加 

・各市町での連携事業の実施 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

共同実施する事業件数 
１件 

（令和３年度） 

４件 

（令和８年度） 
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事務事業名 水辺教室等環境教育の推進 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、赤磐市、真庭市 

事業目的 

自然体験行事等を通して、市民の生物多様性保全への意識を高めるとともに、他

市町の行事情報を収集、発信することで、生物多様性に関して交流し、学び合うこと

ができる都市圏をめざす。 

事業内容 
 関係市町が実施する自然体験行事に関する情報共有、広報及び実施結果の発

信 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

3,060 千円 3,060 千円 3,060 千円 3,060 千円 3,060 千円 15,300 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・担当者会議の開催 

・自然体験行事等の実施 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・担当者会議への参加 

・自然体験行事等の実施 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

連携して行う 

自然体験行事数 

１回 

（令和２年度） 

６回 

（令和８年度） 
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事務事業名 路線バス等生活交通の維持・確保 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 玉野市、瀬戸内市、赤磐市、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
関係市町で連携し、利用促進を図ることで、買い物や通院等の日常生活に欠かせ

ない路線バス等の生活交通を維持・確保する。 

事業内容 

 岡山市と連携市町を繋ぐ生活交通の確保 

・玉野市のコミュニティバスの路線延長、玉野市の乗合デマンドタクシー｢シータク｣

と岡山市灘崎町迫川地区の乗合デマンドタクシー｢ブンタク｣との連携 

・岡山市東区西大寺と瀬戸内市を結ぶバス路線の利用促進 

・岡山市・久米南町間のバス路線に関する検討 

・岡山市・吉備中央町間のバスネットワークの再構築及び利用促進に関する検討 

 高齢者・障害者の運賃割引制度の対象エリア拡大の検討 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

6,780 千円 7,780 千円 7,280 千円 7,280 千円 7,280 千円 36,400 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・連携市町との情報共有、連絡調整 

・連携取組の進捗管理 

・岡山市での連携事業の実施 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・岡山市等との協議及び調整 

・各市町での連携事業の実施 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

主要バス路線利用者数 
24,612 人/日 

（令和２年度） 

26,079 人/日 

（令和８年度） 

 

  

【連携協約の取組】 生活交通による公共交通ネットワークの充実 

広域的な移動手段を維持・確保するため、身近な生活交通をつなぎ、公共交通ネットワークの

充実に取り組む。 
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事務事業名 移住促進連携 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 全市町 

事業目的 
行政区域を越えた圏域全体の移住・定住の促進に取り組み、圏域への移住人口

の増加を図り、人口減少幅を可能な限り小さく抑える。 

事業内容 

 岡山市移住・定住支援協議会を活用した移住相談会（東京・大阪・オンライン）の

共同実施 

 移住下見ツアーの共同実施 

 移住相談窓口「おかやまぐらし相談センター（東京・大阪）」の運営 

 新たな移住・定住支援施策（関係人口の創出、テレワーク支援、ワ―ケーション

等）の検討・実施 

 情報発信（特設ウェブページ及びフリーペーパー「GYOSAN おかやま」） 

 日々の相談対応業務における連携、情報共有 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

63,503 千円 63,503 千円 63,503 千円 63,503 千円 63,503 千円 317,515 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・担当者会議の開催 

・移住相談会、オンライン座談会、おかやまぐらし相談センター及びウェブサイトの運 

営 

・移住下見ツアーの実施 

・連携市町と協議の上、必要な費用を負担する。 

・共同で実施する事業については、岡山市が一括契約、支払いを行い、連携市町へ

必要な費用を請求する。 

連携市町 

・担当者会議への参加 

・移住相談会、オンライン座談会、移住下見ツアーへの参加 

・おかやまぐらし相談センター、・ウェブサイトの運営協力 

・岡山市等と協議の上、必要な費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

移住定住支援により 

圏域内に移住した人数 

400 人 

（令和２年度） 

600 人 

（令和８年度） 

 

  

【連携協約の取組】 圏域内への移住・定住の促進 

人口の減少を可能な限り抑えるため、圏域内への移住・定住の促進に取り組む。 
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事務事業名 公共施設の相互利用の仕組み構築 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 全市町 

事業目的 
圏域内の公共施設を相互利用することで、施設利用者数の増加とともに、圏域全

体の生活関連機能サービスの向上を図る。 

事業内容 

 公共施設相互利用に関する仕組み構築の検討 

 関係市町内の小学生を対象に、社会教育・観光施設等の特定の公共施設を無料

で利用できる子どもパスポートを作成 

 関係市町住民への図書館資料の貸出および、居住自治体図書館での返却サー

ビスの提供 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

11,068 千円 11,068 千円 11,068 千円 11,068 千円 11,068 千円 55,340 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・担当者会議の開催 

・公共施設相互利用に関する検討材料の情報収集及び意見取りまとめ 

・子どもパスポート事業に関する各種調整 

・図書館相互返却サービスに関する統計集約、搬送費の契約及び広報資料作成 

・連携市町と協議の上、必要な費用を負担する。 

・共同で実施する事業については、岡山市が一括契約、支払いを行い、連携市町へ

必要な費用を請求する。 

連携市町 

・担当者会議への参加 

・公共施設相互利用に調査・情報収集、連携市町間での意見交換 

・子どもパスポート事業に関する各種調整 

・図書館相互返却サービスに関する統計データ・搬送データ送付 

・岡山市等と協議の上、必要な費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

住民一人あたりの図書館

年間貸出冊数 

6.1 冊 

（令和元年度） 

6.2 冊 

（令和８年度） 

子どもパスポート掲載施設の利用者数 

（利用者数を把握していない 2 施設を除く。） 

1,195,144 人/年 

（令和２年度） 

2,000,000 人/年 

（令和８年度） 

※事業費（見込額）は、「子どもパスポート事業」「図書館相互返却サービス」の合計 

  

【連携協約の取組】 結びつきやネットワークの強化 

圏域内の各主体の結びつきやネットワークの強化に向け、施設の相互利用や、地域課題解決の

ための多様な主体の活動支援・拡大に取り組む。 
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事務事業名 包括連携協定に基づく公民連携 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 瀬戸内市、吉備中央町 

事業目的 
公民連携の一環として包括連携協定を締結し、民間企業の有する資源を積極的に

活用することで、圏域の持続的な発展を図る。 

事業内容 
 岡山市が民間企業と締結する包括連携協定の連携項目に「岡山連携中枢都市

圏ビジョンの推進に関すること」を追加し、効果を圏域に波及 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

66 千円 66 千円 66 千円 66 千円 66 千円 330 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・民間企業との包括連携協定の締結・改訂 

・民間企業からの提案事業を連携市町に共有 

・連携市町と民間企業との取組実施調整 

・セミナー、勉強会等の実施 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・事業提案 

・セミナー、勉強会等の実施 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

連携中枢都市圏を対象と

する協定の締結・改訂数 
－ 

５件（累計） 

（令和４～８年度） 

 

  



31 

 

 

 

 

 

 

事務事業名 市民協働事業の推進 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

和気町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
課題解決を行う主体的な市民活動団体の広域展開を支援し、関係市町内で課題

解決を図る主体、また自治体の協働のパートナーとなる主体の拡大を図る。 

事業内容 

 地域課題等に対応したフォーラムや各種研修・講座等を開催 

 地域課題に対し、特技・ノウハウを有する市民活動団体等をコーディネーターとし

て派遣、課題解決に向けた支援 

 災害発生後の復旧期における災害ボランティアの重要性や災害ボランティア派遣

の調整等に関する研修の開催 

 圏域内で活動する団体の活動を「おかやま団体検索サイト」へ登録、講座開催や

ＳＮＳ等を活用し、情報発信・情報共有 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

23,000 千円 23,000 千円 23,000 千円 23,000 千円 23,000 千円 115,000 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・担当者会議の開催 

・研修・講座やコーディネーター派遣等の実施 

・「岡山団体検索サイト」への登録やＳＮＳ等による情報発信 

・その他、連携中枢都市として必要な事業の実施 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・担当者会議への参加 

・研修・講座の参加やコーディネーター派遣の利用 

・「岡山団体検索サイト」への登録やＳＮＳ等による情報発信 

・その他、連携市町として必要な事業の実施 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

市民協働事業への 

参加者数 

157 人/年 

（平成 29～令和２年度） 

800 人（累計） 

（令和４～８年度） 
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事務事業名 外部専門人材の活用 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、早島町、吉備中央町 

事業目的 

多様化・複雑化している行政の課題解決のため、民間企業で活躍し、かつ専門分

野での知識・経験を持った民間人材（外部専門人材）を募集・活用することで、施策の

実効性の向上と職員の知識等の向上を目指す。 

事業内容  外部専門人材による研修会の開催 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

10,072 千円 10,072 千円 10,072 千円 10,072 千円 10,072 千円 50,360 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・外部専門人材の募集 

・研修会の開催 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・研修会への参加 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

研修会実施回数 － 
５回（累計） 

（令和４～８年度） 

 

  

【連携協約の取組】 圏域マネジメント能力の強化 

圏域市町のマネジメント能力の強化に向け、職員育成や、行政サービスの利便性・効率性等の

向上に取り組む。 
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事務事業名 人事交流・育成 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

早島町、美咲町、吉備中央町 

事業目的 
関係市町の間で職員派遣（相互交流等）や職員研修の交流を行うことにより、職員

の資質向上や育成を図るとともに、市町間のネットワークを広げる。 

事業内容 
 関係市町の間での職員派遣（相互派遣等） 

 関係市町の間での職員研修 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

1,060 千円 1,060 千円 1,060 千円 1,060 千円 1,060 千円 5,300 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・職員派遣に関する連携市町との個別協議 

・研修開催、取りまとめ 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・職員派遣に関する岡山市との協議 

・研修参加 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

圏域内市町職員を対象とする

研修実施回数 

６回 

（令和２年度） 

６回/年 

（令和４～８年度） 

 

  



34 

 

 

 

 

 

 

事務事業名 圏域データ等の活用 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

早島町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
データから圏域及び地域の特色を把握することにより、地域分析・経済分析に役立

て、各施策に活かせるよう、研修により関係市町職員の資質向上を図る。 

事業内容  統計データ等を用いた地域分析に関する研修会や検討会等の開催 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

153 千円 153 千円 153 千円 153 千円 153 千円 765 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・研修会・検討会等の開催 

・情報・データ収集、取りまとめ 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・研修会・検討会等への参加 

・情報・データ収集、提供 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

研修参加人数 
55 人 

（令和元年度） 

60 人/年 

（令和４～８年度） 
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事務事業名 
パートナーシップ宣誓制度の導入促進及び 

都市間相互利用 
ＳＤＧｓ 

 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、 

早島町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
個々の自治体の制度であるパートナーシップ宣誓制度について、関係市町間で都

市間相互利用制度を導入することにより、多様性が尊重された都市圏を実現する。 

事業内容 

 パートナーシップ宣誓制度の導入支援 

 都市間相互利用制度の導入促進 

 性的マイノリティに関する取組の効果的な実施に向けた調整 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・情報交換会の開催 

・情報収集、取りまとめ 

・宣誓制度の導入及び都市間相互利用に関する調整 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・情報交換会への参加 

・情報収集 

・宣誓制度の導入及び都市間相互利用に関する検討 

・岡山市と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

情報交換会の回数 
３回 

（令和３年度） 

３回/年 

（令和４～８年度） 
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事務事業名 行政サービス提供機能の最適化 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、早島町、久米南町、吉備中央町 

事業目的 
デジタル技術活用手法の共有など連携を図ることにより、圏域における行政事務の

効率化や住民サービスの向上を目指す。 

事業内容  デジタル技術活用手法等に関する研修会の開催 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・研修会の開催 

・情報収集、取りまとめ 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・研修会への参加 

・情報収集 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

研修参加者人数 － 
80 人（累計） 

（令和４～８年度） 
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事務事業名 外国人コミュニケーション支援 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、総社市、備前市、瀬戸内市、真庭市、吉備中央町 

事業目的 
外国人住民のコミュニケーションにおける利便性向上を図り、誰もが暮らしやすい

多文化共生の圏域構築を目指す。 

事業内容 
 行政窓口等での多言語対応に関する課題解決に向けた、外国人住民のコミュニ

ケーション支援や行政情報の提供方法等に関する情報共有 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

方針の決定 実施     

0 千円 － － － － 0 千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 
・連携市町との連絡、調整、協議、調査等の取りまとめ 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 
・岡山市と連携し、協議、調査等 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

方針の決定 － 
方針の決定 

（令和４年度） 
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事務事業名 
公共施設の質・量の適正化に向けた 

仕組み構築 
ＳＤＧｓ 

 

連携市町 玉野市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、早島町、久米南町 

事業目的 
更新時期を迎える公共施設について、その安全対策や財政負担の増大が喫緊の

課題となる中、維持管理経費の縮減に向け、公共施設の質・量の適正化を図る。 

事業内容 

 圏域内施設の状況の「見える化」及び発信 

 瀬戸内市新火葬場（仮称）の建設及び運営 

 岡山ブロック構成市町と連携した広域ごみ処理施設の整備（P.23 事業再掲） 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 計 

実施      

546,210 千円 780,891 千円 439,700 千円 － － 1,766,801千円 

役
割
・費
用
負
担 

岡山市 

・実務担当者会議の開催、検討材料の情報収集及び意見取りまとめ、事業各種調整 

・瀬戸内市新火葬場（仮称）整備に関する連絡会議の開催、進捗状況の把握、事業

全般の協議 

・広域ごみ処理施設の整備及び岡山ブロック協議会の運営（P.23 事業再掲） 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町 

・実務担当者会議への参加、調査・情報収集、連携市町間での意見交換、事業各種

調整 

・瀬戸内市新火葬場（仮称）整備に関する事業の推進、連絡会議の開催、進捗状況

の情報提供、事業全般の協議 

・岡山ブロック協議会への参加（P.23 事業再掲） 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

「見える化」事業数 
１事業 

（令和２年度） 

３事業 

（令和８年度） 

瀬戸内市新火葬場（仮称） 

施設整備 
－ 

施設稼働 

（令和７年度） 

広域ごみ処理施設施設整備 

（P.23 事業再掲） 
－ 

完工 

（令和８年度） 

※事業費（見込額）は「「見える化」事業」「瀬戸内新火葬場（仮称）整備事業」の合計。「広域ごみ処理施設整備事業」の事業費

は P.23 に掲載 
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【参考】圏域間連携事業 

 

 

事務事業名 圏域内周遊に向けた観光資源発信 ＳＤＧｓ 
 

事業目的 
圏域市町が有する歴史・文化資源等を魅力的な観光資源として活用することによ

り、誘客の拡大や滞在時間の延長、圏域全体の交流人口の増加につなげる。 

事業内容  両圏域に存する７つの日本遺産を共同でＰＲ 

 

事務事業名 ＥＳＤ実践 ＳＤＧｓ 
 

事業目的 

圏域共通の様々な課題の解決に向けて、圏域住民が相互に「学びあい、気づき、

行動する」ＥＳＤによる人づくりに連携して取り組むことで、持続可能な都市圏の構築

を目指す。 

事業内容 
 職員や地域住民を対象としたＥＳＤ・ＳＤＧｓ研修の実施 

 両圏域で連携したイベントやパネル展示等によるＥＳＤ・ＳＤＧｓの啓発 

 

事務事業名 圏域データ等の活用 ＳＤＧｓ 
 

事業目的 
データから圏域及び地域の特色を把握することにより、地域分析・経済分析に役立

て、各施策に活かせるよう、研修により関係市町職員の資質向上を図る。 

事業内容  統計データ等を用いた地域分析に関する研修会の開催 

 

  

高梁川流域連携中枢都市圏との連携事業 

連携取組の効果のさらなる発現に向け、下記の取組を連携して実施 
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